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論文審査委員
(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 600字以内で作成のこと。 )
本研究は、痛みの刺激による局所のフレア発症機序について解析したものである。
実験小動物局所(足暁)に、痛み物質であるメリチンを局注すると、サーモグラフイ牡で検出
可能な有意な温度上昇が生じる実験系を確立し、その実験系を用いて、メリチン皮下投与後の
潜流液内グルタミン酸濃度が上昇する事、 MDAを投阜する事により温度上昇が再現される事、
NMDA受容体括抗剤であるMK-801を同時投与する事でNMDA投与の効果が打ち消される事、を明
らかにした。足腕潜流液からのグルタミン酸の湊度は、比PLCを用いて行った。
本論文は、メリチンによって引き起こされる局所の発赤の機序とは、末梢に放出されたグルタ
ミン酸がNMDA受容体を活性化する事によって増幅された事を示唆する論文であり、かつ、臨床
的にもNMDA受容体括抗薬の局所投与は、神経原性炎症性痔痛に対する新たな治療薬となりうる
可能性を示唆したものである。・
よって、本論文は、神経原性炎症の発赤を生じる作用機序について新しい知見を加えたもので
あり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文
に催するものとして認められた。
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